
 
 

第１回説明会での主な意見や質問等を紹介します。 
なお、その他の意見等もホームページや市役所の窓口でご覧になることができます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
今年度は、以下のような流れでまちづくりの取り組みを進めていく予定です。 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

まちづくり推進事業の資料は、市のホームページでもご覧になることができます。 
（ホームページの開き方は、以下の要領を参照ください） 
なお、ホームページだけでなく、市役所計画課の窓口でも閲覧が可能です。 
 
＜ホームページの開き方＞ 
１ インターネット上で府中市のホームページを開く。 
府中市のホームページアドレス http://www.city.fuchu.tokyo.jp/ 

２ トップページから、『市政を身近に』の「計画」を選択する。 
３ 「府中市まちづくり推進事業」を選択する。 
  ４ 「天神町地区」を選択する。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
日頃より、市政にご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。 
府中市では、計画的なまちづくりの誘導と地域特性を踏まえた良好なまちちづくりを進

めるため、いちょう通り沿道を対象に、「まちづくり誘導地区」の指定候補として、まち
づくりの取り組みを進めています。 
そこで、取り組みの状況等を地区の方々をはじめ市民のみなさまにもご理解いただくた
め、まちづくりニュースを発行することとしました。 

 
 
 
 
第1回説明会では、まちづくり誘導地区の概要や天神町地区の状況等について、説明を
行いました。 

 
 
開催日時 平成20年6月23日（月） 19:00～ 
開催場所 中央文化センター4階第 1講堂 
出 席 者 地区の方々（29名） 
 説明内容 (1)対象地区について 

(2)まちづくり誘導地区について 

(3)地区の状況等について 

(4)今後の予定について 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

４４．．今今後後のの予予定定等等  

１１．．第第 11 回回説説明明会会をを開開催催ししままししたた。。  

 いちょう通り沿道におけるまちづくり 

天神町地区まちづくりニュース 第1号 
平成20年7月発行  

発行・問合せ：府中市都市整備部計画課 
〒183-8703 東京都府中市宮西町2丁目24番地 
電話：042-335-4334（直通）担当：下田・須藤 
 FAX：042-335-0499 
 Mail : TOSIKEI01@city.fuchu.tokyo.jp 

今後の予定 

ホームページ公開のお知らせ 

説明会での意見・質問等 

・ 今回検討を行うのは、地区内関係者から協議の持ちかけ等があったからですか。 
→違います。市として、都市計画に基づいて地域の理想的なまちづくりを検討してい
きたいと考えているからです。 

・ 地区内の生産緑地は、貴重な環境でありできるだけ残って欲しいと考えているが、
いつか指定が解除されてしまうのですか。 
→指定期間は30年と決まっていますが、事情により農業が続けられなくなった場合
には、期間前に解除される場合があります。 

・ 市は、本地区で具体的に何を変えようとしているのですか。 
→今回の検討は、地区の皆様の意見を聞きながら、将来住みやすいまちとするための
方向性を決めようとするものです。なお、皆様が必要と判断されれば、方向性を具
体化したルール（地区計画）を定めることもできます。 
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対象地区 

小金井街道 

いちょう通り 

一本木通り 

●対象地区の

設定の考え方 
 
いちょう通り

東側の用途地

域が第一種中

高層住居専用

地域及び幸町

緑地（東京農工

大牧場）を対象

としています。 

府中市都市計画図 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
計画の項目  都市計画マスタープラン  まちづくり誘導地区  地区計画（住民提案型） 
計画の位置づけ 都市計画法  府中市地域まちづくり条例  都市計画法 
計画の目的 おおむね２０年後の都市の将来像を見据えて、市民の

方々の意見を反映したまちづくりの方向性を明確に

することを目的としています。 

 府中都市計画マスタープランの「まちづくり方針」に
基づいて、地区特性を踏まえた住みよいまちづくり

の誘導を目標としています。 

 地区住民の方々が地区の計画をつくりあげ、その計画
に基づいて建築行為または開発行為を誘導・規制する

ことにより、良好な地区環境の整備と保全を図ること

を目的としています。 
計画の内容 「市全域」の都市計画の方針を明確にします 

都市計画マスタープランは、個別の都市計画やまちづ

くりを行う際の方向性を示す方針としての役割を果

たします。 

 「地区」で大切にすべき事項を明確にします 
まちづくり誘導地区では、まち並みやまちづくりに関

して地域の方々が日々感じていたり、取り組んでいる

事項について整理するものです。 
 
＜計画のイメージ＞ 
○緑化などが図れる敷地の大きさにしよう 
○地区の住環境に配慮した建物の高さにしよう 
○ブロック塀の使用は出来る限り控えよう など 

 「地区」で守るべき具体的な計画をつくります 
地区の実情に合わせた具体的なルールを定めます。そ

して、最終的には市へ地区計画の原案の提案を行い、

都市計画決定を経て、地区のルールになります。 
＜ルールのイメージ＞ 
○敷地面積の最低限度○○○㎡ 
○建築物の高さの最高限度○○ｍ 
○生け垣又は透視可能なフェンスとする など 

権利制限 権利制限はありません  権利制限はありませんが、地区の目標に
向けたまちづくりの誘導を行います。 

 権利制限を伴います 
建築確認申請の際に、行政が確認するため、ルールに

適していない建物は建てられないようになります。 
計画策定主体 市  市  地区の方々 
市民意見の反映  市が主体となり計画の策定を行いますが、市民委員の

参加やパブリックコメントなど、市民の方々の意見を

十分に反映した計画となります。 

 市が主体となり計画の策定を行いますが、地区住民の
方々との説明会・懇談会やアンケート、縦覧・意見書

の提出を含めて地区の方々の意見を十分に反映した

計画になります。 

 地区住民の方々自らが立ち上げた組織による検討を
行い、アンケート調査等を踏まえて関係地権者の大多

数の合意を得る必要があります。 
なお、市は各種情報提供や専門家の派遣など、まちづ

くり活動の協力をいたします。 
各計画の関連性 

 
  
市全域の「都市計画

の方針」を決めま

す。 
その際には、地域別

に都市計画におけ

る方針についても

明確にされます。 
（現在策定中） 
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２２．．ままちちづづくくりりをを考考ええるる理理由由  

天神町地区は、東京農工大学や都立府中の森公園に近接し、緑に囲まれた良好な住環境が形成されています。しかし、幹線道路沿いは高さの規制が無いため、今後も高い建物が建つ可能性があります。 
このことから、いちょう通りの沿道景観や緑化を含めた空地の確保など、今後のいちょう通り沿道のまちづくりについて、地区の皆様と一緒に考えていきたいと考えています。 
 

３３．．ままちちづづくくりりにに関関係係すするる行行政政計計画画のの役役割割  

第１回の説明会において、「まちづくり誘導地区とはどんなことを決められるのか？」「都市計画マスタープランとの違いは何なのか？」「今年度検討した結果が、将来に渡り地域で守り続けないといけ

ない規制になるのか？」などの質問が多数の方々から出ています。そのため、ここでは「都市計画マスタープラン」「まちづくり誘導地区」「地区計画」という３つの計画の役割を整理いたします。 
 

 
 
 
 
 
 
都市計画マスタープラ

ンの方針を踏まえて、地

区の特徴に即した、より

きめ細やかな方針をつ

くります。 

都市計画マスタープラ

ンやまちづくり誘導地

区の方針を実現するた

めに、地区計画では地権

者の方々の権利制限を

含めた地域で守り続け

るべき計画を行います。 

特徴的な地区で、

より詳細な方針

を考えよう！ 

地区の方針を実現するための、具体的

なルールを考えよう！ 

地区の方々の自主的な取り組み 

このようなことを決めていきます！ 


